
カブキタ計画 進捗報告

カブキタ計画 
進捗報告

2022.10.25＠熱海合宿　北原孝彦



カブキタ計画 進捗報告

アジェンダ

1) カブキタ計画の概要 
2) 2022年10月時点の成果 
3) 直近の4つの課題 
4) 中期課題 
5) カブキタ計画の先にあるもの



カブキタ計画 進捗報告

1）カブキタ計画の概要
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事業の再現性　→　？？？

2021年4月 金沢合宿の資料より 
資料DL → https://tokinoheya.com/reference/materials/2302/

• 店舗の再現性　→　ディアーズ 
• 事業の再現性　→　？？？

https://tokinoheya.com/reference/materials/2302/
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事業の運営と所有権を分離

• (株)北原孝彦に事業推進のコアメ
ンバーを集結 

• プロダクト以外の全領域を担う 
• プロダクトホルダーと協業して複
数の事業を運営 

• 協業事業の所有権を(株)北原孝彦
から分離することで、保有から売
却まで、幅広い出口戦略を描ける
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北原の精神と時の部屋からプロダクトを発掘

• 北原の精神と時の部屋から顧問
メンバーを募集 

• 顧問メンバーの中から協業パー
トナーを発掘 

• 協業事業を次々とスピンオフ
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カブキタモデルの全体像

①環境認識

②セットアップ

③守りの資金管理

④チームビルディング

⑤統合

⑥運営

⑦イグジット

①マクロ環境認識

②自社固有の環境認識

フロー視点
ストック視点

①メンバー発掘②水合わせ

シードステージ

アーリー/ミドルステージ

方向性の共有
売却を想定した事業運営
PF内シナジー領域の拡充

攻めの資金管理

保有
株式譲渡

プロダクト
経営

マーケティング体格性格
戦闘力

方向性

フロー視点

レバレッジ 事業カテゴリ
リーチ可能な市場規模

特性
競争優位
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2）2022年10月時点の成果
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現在稼働している法人
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コア3法人によるスケールインフラ

■ 協業パートナー 
■ (株)北原孝彦 
■ (株)Cloud Back Office 
■ (株)GrowsGate
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• マーケティングに特化した会社 
• コンセプトメイクからグロースコントロ
ールまで一貫して手がける 

• 運営体制 
‣ CEO：高山 
‣ COO：小林
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カブキタ計画はプロダクト構築フェーズ@2022年4月

協業パートナー発掘スキーム 
セミナーノウハウの蓄積  
視座の仕組み化

スケールフローの標準化 
店舗 
サービス 
DtoC etc… 

各種マーケ施策の標準化 
コンセプトメイク 
LP構築 
広告運用 
本質的価値の推計 
市場価値とのギャップ埋め 

イベント企画・運営ノウハウの蓄積

？
バックアップ体制の構築 
財務 
法務 

M&Aノウハウ蓄積 
リーガルチームの編成 
売却フローの標準化 
買収 　　〃 

金融領域のノウハウ蓄積 
海外法務・税務 
特殊法人の設立・運営 
ファンド 
トラスト・財団
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カブキタ計画はプロダクト構築フェーズ@2022年10月

協業パートナー発掘スキーム 
セミナーノウハウの蓄積  
視座の仕組み化（左脳） 
視座の仕組み化（右脳）

スケールフローの標準化 
店舗 
サービス 
DtoC etc… 

各種マーケ施策の標準化 
コンセプトメイク 
LP構築 
広告運用 
本質的価値の推計 
市場価値とのギャップ埋め 

イベント企画・運営ノウハウの蓄積

バックアップ体制の構築 
財務 
法務 

M&Aノウハウ蓄積 
リーガルチームの編成 
売却フローの標準化 
買収 　　〃 

金融領域のノウハウ蓄積 
海外法務・税務 
特殊法人の設立・運営 
ファンド 
トラスト・財団
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3）直近の4つの課題
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課題① カブキタメンバーとの視座の共有

• 視座＝物事を認識するときの立場 
‣ 今どこにいるのか 
‣ これからどこへ向かうのか 
‣ どのルートで向かうのか

共通のフレームワーク 
共通言語化

円滑な意思決定の土壌づくり
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ｚ

経営者に必要な２つの立ち振る舞い
① 市場への立ち振る舞い（左脳） 
• 情報に基づく行動指針 
• 自社の現状把握 
• 目指したい事業規模 
• 課題抽出＋検証 
• 現実的かつ具体的な解決策 
• 淡々と施策を実行する

② 人への立ち振る舞い（右脳） 
• 感情に基づく行動指針 
• 系統分析 
• 未来のビジョン 
• 課題の抽出 
• 課題への向き合い方決め 
• 真摯に感情と向き合う

円滑な意思決定の土壌とは
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② 人への立ち振る舞い（右脳） 
• 感情に基づく行動指針 
• 系統分析 
• 未来のビジョン 
• 課題の抽出 
• 課題への向き合い方決め 
• 真摯に向き合う

ｚ

① 市場への立ち振る舞い（左脳） 
• 情報に基づく行動指針 
• 自社の現状把握 
• 目指したい事業規模 
• 課題抽出＋検証 
• 現実的かつ具体的な解決策 
• 施策の実行

経営者に必要な２つの立ち振る舞い

最も視座が試される領域

ｚ

＜「向き合う」とは？＞ 
✓自ら担うのか 
✓課題として克服するのか 
✓人に任せるのか 
✓克服しない（＝未来を諦める）のか

ｚ人としての器
ここを円滑に押し広げるために視座を共通言語化
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課題② 財務に基づく経営管理へ完全移行
• 仕組み化された視座 
• 収益シミュレーション 
• 適正財務比率 
• リアルタイム財務レポート（CBO）

• ロジカルな仮説に基づいた厳格な予実管理 
• 財務エラーから現場のエラーを発見し解決

30以上の法人を 
同時に管理・スケールできる体制へ
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課題③ 役割ベースの権限委譲

(株)北原孝彦 
COO 山田 

カブキタ内部の実務執行・管理

コア３社インフラ化への組織基盤

(株)GrowsGate 
COO 小林 

マーケ領域における広範な意思決定 
実務執行・管理
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課題④ タスク抜け漏れ、遅延対策

業務の急速な増加＋広範囲化 
→ タスクの抜け漏れと遅延が頻発 
　→ 他業務との連携に支障が出て全体のパ 
　　フォーマンスが低下しはじめている

プロジェクト 
空中分解の恐れ
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ガントチャート（Asana）によるタスク共有・管理体制への移行を検討中

＜現在＞ 
Googleカレンダーベースの管理 
 
＜今後＞ 
ガントチャートベースの管理 
（Gカレンダーへの連携は各自任意で行う） 

• 現在、使い方のルールを策定中 
• 2023年初夏を目標に全社に導入予定 
• 各社代表が責任を持って自社のタスクを管理する
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4）中期課題
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経営者の育成

✓左脳的右脳もしくは右脳的左脳の覚醒を促す 
✓育成手段 
‣ カブキタ社員のスピンオフ協業 
‣ 時の部屋→顧問→協業 

✓育成目的 
‣ 事業×金融領域への本格参入 
‣ M&Aを通じた事業再生、新規市場開拓 

‣ イグジットしたプレイヤーのセカンドキャリア

浅井慎一郎

浅井慎一郎
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事業 × 金融 = レバレッジ５倍の世界
✓事業…生活道路 
✓事業 x 金融…高速道路 
‣ 事業速度５倍 
‣ 資金効率５倍 
‣ ビジョン達成までの速度５倍
＊そして、愚かさも５倍に増幅される
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事業 × 金融 = レバレッジ５倍の世界
✓事業…生活道路 
✓事業 x 金融…高速道路 
‣ 事業速度５倍 
‣ 資金効率５倍 
‣ ビジョン達成までの速度５倍
＊そして、愚かさも５倍に増幅される

この領域の本格参入には 
視座の高い 
洗練された経営者が必須
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5）カブキタ計画の先にあるもの



カブキタ計画 進捗報告

そもそもビジネスとは？

ビジネスはビジョンを具現化するための手段の一つ

…
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稼ぐための手段から、ビジョン具現化の手段へ

•義務教育 → 国数英理社を手段に伝える 
•カブキタ → ビジネスを手段に伝える

何を？

ビジョンを具現化する力

心技体 具体的には？
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ビジョン具現化の三種の神器

心 視座（＝バランスの良い右脳と左脳） 
技 習慣（＝決めたことをやり切る） 
体 健康（＝睡眠・食事・運動）
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視座の最上位概念

• 現状把握（＝言語化、数値化） 
• シミュレーション 
• ビジョンを言語化、数値化 
• 現実とビジョンのギャップを埋める

• ビジョンを描く 
• 自分と周囲の系統を把握 
• 将来起こる感情的問題の予知 
• 感情と向き合う

【右脳領域】 
- アイディア・発想・感情設計 -

【左脳領域】 
- 数字・言語・情報設計 -

視座＝三種の神器の一つ
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ビジネスはお金を稼ぎながら 
ビジョン具現化力を高める最高の教材

北原の精神と時の部屋の 
カバー領域

心 視座（＝バランスの良い右脳と左脳） 
技 習慣（＝決めたことをやり切る） 
体 健康（＝睡眠・食事・運動）

将来カバーするかも？
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ビジネス教育を通して望む者の覚醒を促す

‣ 左脳的右脳 
‣ 右脳的左脳

＜覚醒方法＞ 

‣ ゆっくり起こす 
（本人のペースを尊重しながらステップバイステ
ップで高めていく） 
‣ 強制的に起こす 
（覚醒した人の視座を浴びせ、低い視座を破壊
し、高いものに上書きする）
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やっぱり海外拠点欲しいかも
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やっぱり海外拠点欲しいかも

✓国単位で行われる組織統合の動き 

✓構造的に日本では育たないプロダクト 
➡Airbnb、Uber、電動キックボード 

✓ビジョン具現化力が一定水準以上に高まると、規制
面でのカントリーリスクが無視でなくなる

ビジョンに応じて 
最適な国（＝組織）を選べる体制を作りたい



“

”https://twitter.com/kitahara64/status/946959470160109568出典：

https://twitter.com/kitahara64/status/946959470160109568
https://twitter.com/kitahara64/status/946959470160109568

